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第 1章緒 言 
Longcopeに依り，続毛主体腎炎のア V;レギ{説がI唱えられて以来，此の学説に基く多数の実
験的研究が行われてきた。現在迄に研究された実験的統毛主体腎炎で，人の紙毛主体腎炎に最も類
似していると云われるものは，抗腎血清腎炎及びガンマ・グロプリシ腎炎であるぴ〉。就中馬杉
の抗腎血清腎炎の研究は，本疾患のアレルギ戸性発生説に多くの帰与をなし，多数の追誌によ
り←般の容認する所となっている。
更に牛血清のガンマ・グロプリンの大量注射により，高率に腎炎の発生することが 1947年 
Hawn and Janeway(5)~こよって記載され， More and Waughく10)もとれを確認し異種血清
腎炎の発生に関係する血清分屑が何であるかをi珂ちかにじた。
併しながら腎炎の組織像の解釈に関して，向いくつかの説が相対 Lており，其の帰趨は未だ
定まってはし、なし、。従来一般に，続毛主体腎炎は毛細管内膜炎と考えられてきた。併しながらこ
れには反対があって，毛細管外膜炎であるとする説があり，叉最近に於ては，材、毛主体の蹄係問
.この場合腎炎の主要病変の_._Oの間質組織の炎症が其の主体をなすと云う主張も行われている 
つである富核の内容をなす増殖細胞が何であり，総強体上のどこにあるかが問題である。この
点に就いて最近に於ける過ヨ{ド酸シツフ反応，ーその他染色法の適用は，正常及び病的統毛主体
の組織像を理解する上に大いに利用され，腎炎の本態を考察するにも一つの示唆を与えるに至
った。
私はこれらの点を考慮して， Rawn叉 More等の万法にならい，馬の血清グロプリンを家
兎に静注し，従来の報告に比較し得る所見を得た。これにより腎炎の本態に就いて考察を試み
若干の知見を得たのでこ Lに報告するO
第 2章実験方法 作製し.た。可及的解、菌的に採取した馬血清に硫酸安
第 1節 馬血清グロプy:液.(. 門飽和液を等量混じて静置し，しばらく後に遠心分
馬の血清グロプPンは硫酸安門半飽和法に依って 離して，得られた沈殿を4乃至 5日間コロヂオシ膜
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嚢にスれ，流7k中で、透析し，これを凍結乾燥して氷 10%ホルマリン液或はオルトの液で固定し，バラフ
室内に貯蔵した。使用に際して生理的食塩水に 5% イシ包埋を行った。組織切片はヘマトキシリシ・エ
又は 10%に溶解した。 オヂン染色，マロリ戸染色，過ヨ戸ド酸シツブ反応，
第 Z節実験材斜 渡銀染色，フイプリン染色，ズダンE染色を行った。
実験動物には体重2乃至 3kgの雌雄の家兎を用 第 3節区分並びに処置
いた。動物は実験期間終了後，空気栓塞で屠殺した 実験動物は抗原の種類，注射回数及び適用方法に
が一部のものは実験中に舞死した。屠殺或は第死し より 2群に大別し，各群は更に若干群に細別した。
た動物は可及的速に解剖に附し，各臓器は剃出して 第 1群。抗原を 2叉は 3週間隔で 2図注射したも
註 G・…..1群は 109 n群は 5%，s.…一馬血清，※…ぃ41， 5 cc5，CCの注射量は夫々1.42る， 
糸|蹄係腔|僻腔壁 l蹄係間間質群 動 感 惹 注 実 内 上 硝
物 作 起 射 験 強官白プ枕膨官日巴 l膨 細線線
皮 皮 子
車両 赤田 イじ
番 注 注 間 期
体 ラ化 化胞維維 目包 目包 糸
腫ス腫 腫増増
殖増 増殖 遺体JJj 号 皐f 射 隔 間 大 iマ着脹| 脹殖殖化 
8 2週 1日 十ト 十 十ト + 
9 G G +ト + +十 +/ / 
A 13 10 cc 10 cc +十 十 +十 +/ 1/ 
7 Pro. Pro. H 1週 + + + + + 十kg kg 
16 H 10日 + + 
1 3週 1週 十 + 十 + + 
2 G+S G+S / 9 十 + + 十 + +I 10 cc 10 ccB 6 2週 H 十 + 十 + ± +十 + 
3 Pro. Pro. 3週 2適 十 + 土 +kg kg 
5 2週 H 十 十卜 十 土 十
一一 
10 G 
。十 
cl ll 10 cc 1/2日 + 
12 Pro. 1日 十 
34 kg 2週 ± + + + 
39 4日 +十 + + 十 + + + 
41 2週 。 十 + 十 十 + + 
42 // 。 + + トー + + 
48 / 。 + + + + + 
49 H 。+ + + + + + 
33 H 5日 + + + -1+ 十 + 
AI37 
Gx3 G 4週 1週 + + 土 + + + + 
43 10 cc 20 cc 2週 H 土 + + 十ト +十 
E 44 ※ /1 / 土 土 + + 4十 +十 + 
35 1 10日 十 + トー 十ト + 十 + 十 
36 H 2週 + 土 + + + 十 十 
38 4適 H 十 + + + 十 + 
46 2週 1/ + + 十 + 十 
47 1/ / +十 + + + + 
一一“一一 / ， ‘一 
31 4週 11/'}，日 + 十 + + + 
BI30 Gx3 G 1適 ± + 十H 
32 10 cc 3 cc H 2週 + + 千十
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のである。向 1回注射のものを対照として加えた。 肉眼的所見。腎はかなり腫大しており，表面は平 
A) 抗原に 10% グロプ]J~液を使用し，家兎体 滑，稿

重 1kg当り 10ccを耳静脈に注射・した。 略表面と同様で軽度に潤濁を示す。

B) 抗原に 10% グロプ]J~液と血清の等量混合 組織学的所見。糸醤体は軽度乃至中等度に腫犬し

液を使用。用量及び、適用は前者に同じ。 ている。最も顕著な愛化は，蹄係壁の膨化腫脹であ

C) 10%グ、ロプリシ液，体重 lkg当り 10ccを る。各締係壁の厚さは，正常時の数倍に達じてし、る。

1回注射Lた。 陥係は相互に高度に癒着しており，なかには明瞭な

第 2群。 5%グロプ Dン液 10ccを1週間に 3回 分業化を示して数箇の小葉に分かれているものがあ

耳静脈内に注入し， 2乃至4週後，同様のグロプリ り，小葉内では各々の蹄係の輪廓は明瞭でなくなっ

シ液を或は 20cc耳静脈より，或は 3cc腎動脈より てしる。蹄係壁は其の染色性も愛イじし，ヘマトキシ

注入した。]J~・エオヂシ染色で、は，淡紅白色を呈して赤味が 
A) 最終注射を耳静脈より注入せるもの。向 3囲 減じ，浮腫状に見える。過ヨード酸γッフ反応で

注射したのみで第死したものを対照として加えた。 は，寅褐色を示し赤染した短線維状構造物が認めら
 
B) 最終注射を腎動脈より注入したもの。 れる。蹄係内腔は壁の腫脹の為に狭窄しているもの

第 3章実験成績 が多い。殆んど閉塞してしまっているものもある。

第 l節正常締毛主体に就て 開放しているものでは，若干の糸遺体で少数散在性

病蛮腎の対照として，健常家兎の別出腎に就いで， に赤血球を認める他は，殆んど完全に虚血状を示す

其の構造を検討した。 McGregor叉 Bellωによれ ものが多し、。他にプラスマ様物質の充翠を見る部分

ば，腎綿毛主体は毛細血管の単純な好曲管であって， があるが稀である。一般?こ糸遺体内に細胞性成分は

間質組織の存在は認められないと云われる。 Mc 目立たず，正常より減少している様に見える。内皮
 
Manus(めは，過ヨード酸シッフ反応を適用して.毛 細胞は多少核濃縮を示す。ボウマ Y氏嚢腔は多くの

細管蹄係の聞に間質性空際があり，少数の細胞の存 糸毛主体では，異常を認めないが，少量の擬周蛋白の

在するのを見た。これらの細胞は内皮細胞，上皮細 存在するものがある。

胞何れとも決し難いもので，第 3型細胞と呼んでい 前若干の糸毛主体では，正常の{音大に腫脹し，蹄係

る。 壁はむしろ非薄粗造で，蹄係内腔は拡張，乏血を示
 
Mollendorf(9)も少量の結合織が蹄係聞に存在し， し，少量の頼粒状或は紫雲状蛋白を容れ，ボウマシ

これらを結合しているのを認め，間質性細胞を持つ 氏嚢腔には大量の頼粒状蛋自の諺出を起してし、るも

ていると記載している一正常家兎別出腎に過ヨ{ド のがある。細尿管上皮は軽度の潤濁腫脹を呈し， f青

酸シ y フ反応を施したものを見ると，蹄係は赤染し 腔内には若干の蛋白円柱を認める。以上の菱化は 3

た非薄鋭利な線状構造を示し，数箇の蹄係聞に上 例に共通であり且つ一様臓藁性に見られた。

皮，内皮何づれの細胞とも異る若干の細胞を包む空 他臓器所見。心臓。 3例とも特記すべき所見はな

隙組織が認められる この間質性組織は少量であ し、。牌臓。.肉眼的には何づれも腫大し，組織学的に
O.
る。その内にある細胞は大きい卵円形胞状核を持 は牌賓の拡張，充血，牌髄に於ける軽度の血鉄症が
ち，その周囲に僅かの細胞質が見られる。ー細胞間に ある。肝臓。肉眼的に表面は多少とも粗造で，地図
は若干の線維状構造物が認められる。多くの蹄係腔 状に拡がる黄色斑を示し，其の他の部分は赤褐紫色
内には細胞を欠き，内皮細胞は少数の蹄係内に見ら を呈する。この所見は 59v.:こ最も著明で他はこれに
れるに過ぎない。内皮細胞の核は梢卵円形で、小さ 次ぐ。組織学的には， 59で、は肝小葉周辺帯に於い
し細胞質は乏しし、。上皮細胞は内皮細胞より其の て，肝細胞はエオチ、ン難染で核は膨大化して水胞性
、数が多く，その核は長楕円形或は不規則な形を呈 愛性に陥ったり，或は消失して，壊死性乃至死生性
し，多少胞状で、数箇の核小体を認める。細胞質はか ~化を示す;毛細血管は拡張し貧血性である。この
なり豊かで一端或は両端が突起状となって蹄係壁外 様な~化が各小葉の周辺帯を連らねて網状の構造を
側に附着するか，或は全面的に密着してし、る。 とっ、てし、る。 S8では，大小種々の出血性壊死巣が
第 2節各実験群に於ける所見 肝小葉の周辺及び中間帯に多数撒布してし、る。グリ
第1項第 '1群 A ソy氏鞘では浮腫性粗暴言化，小円形細胞の浸、潤，門
急死例 5，8，S.9，S 13 脈技のフイプロ シ血栓が認められる。 ， 
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7日例 S 7，10日例 S 16 では，僧帽弁附着部の心内l箆ドに軽度の巣状円形制
肉眼的には著t.¥，、所見は認められなし、。 胞浸潤，心筋層の中小動脈に壁のフイプリシ様膨化
組織学的所見。病~の一様瀬蔓性は消失して一部 及び粗緊化，外)漢の円形和胞浸潤，胞状核赤:fl:胞増殖
の綜毛主体はほど正常と思われる状態にかえってし、
る。傷害された糸毛主体では， 7日例で糸毛主体の腫大
は明瞭でなく，蹄係壁の腫脹は若干のものに部分的
に見られるのみで且つ軽微である。むしろ蹄係問問
質の顕著化，線維性増殖を軽度ながら示してし、る。
このために糸毛主体中心部に於ける蹄係腔の線維性閉 
鎖，消減，開放蹄係腔の周辺部辺在が見られる。蹄
係上皮は多少腫犬しているが増殖は認められなし、。
ボウマン氏嚢上皮の腫脹，増描があり，半月体形成
も行われてし、る。硝子化糸遺体が既に認められる。
10日例の所見もほぼこれと同様であるが，蹄係問問
賓の線維化は増強されている。半月体形成，硝子化
糸毛主体の出現は同様であるの
他臓器には特記すべき所見を認めない。
第 2項第 1群 B
7日例 S 1，5 2，S 6 
肉眼的所見。腎は梢腫大してしる。形態及び硬度
は正常である。表面は平滑で貧血性，多少汚い淡灰
黄褐色を呈してしる。割面の色調は表面と同様で軽
度に潤濁している。
組織学的所見。糸毛主体は腫大して正常の 2倍犬に
及ぶものがある。 52に於て著しし、。蹄係壁は中等
度にフイプリ y様膨化を起し，相互の癒着，分葉化
が認められるの Ef昨春腔は概して拡張し，戒は乏血，
或は充血を示す。プラスマ様物質が充満したり壁に
輪状に附着したりしている所見もかなりの程度に見
られ.るム中等度の白血球浸潤があり，蹄係腔内及び
蹄係間間質に存在する。内皮細胞の腫脹，増殖はー
般には著明でないが，部分的且つ軽度に時認められ
る。蹄係上皮の腫脹，増殖はかなり著明で，蹄係よ
り剥離してポウマ y氏腔に脱落している像も存在す
る。ボウマシ氏嚢と蹄係とは軽度に癒着し，嚢腔内
には中等度の蛋由法出が見られる。ボウマシ氏嚢上
皮の腫脹，増殖は明瞭でなく，半月休は認めがた
い。糸毛主体硝子化は極く少数ではあるが認められ
る。細尿管上皮は溜濁腫脹を呈し，管腔内には多数
の硝子円柱が充満Lている。前8.1の腎間質に於い 
て，毛細血管，中，小血管の周囲にプラスマ細胞，
!l.yノミ球，白血球が巣状乃至肉芽腫様に浸潤してし、
る像が認められた。
.他臓器所見。 心臓。 肉眼前には著愛を認、めない
が，組織学的には弁膜の浮腫性粗暴言化があり， .51
が認められた。肝臓。肝細胞に於いて，核の胞状膨
大化，細胞質の透明化，頼粒状化及びへそジデリ y
頼粒を証明する。グリリシ氏鞘では血管周囲の赤if胞
浸潤が認められる。牌臓。京鴎故学的に穏胞の増大，
牌髄の軽度の増殖及び白血球浸潤を認める。
5' S，S 3日例14
肉眼的所見には特記すべきことはない。
組織学的所見。多くの糸遺体は略正常と思われる
像を示す。若干の糸毛主体に軽度の腫大を認めるが大
部分は正常大である。、傷害糸毛主体では蹄係壁は多少 
肥厚し，過ヨード酸シッフ反応で濃赤色を呈するo
蹄係とボウマシ氏嚢との癒着は前例より高度で緊常
化している。蹄係間間質は多少とも顕著化し短線維
状物質も増加して，該部の線維性増殖を思わせる{象
が見られる。蹄係壁の上皮及び内皮の腫脹増殖は倫 
存在するが前例より軽微である。蹄係腔は拡張し，
赤血球が少数散在性に認められる。白血球浸潤は惑
に減少している。ボウマシ氏嚢上皮の菱化は少く，
半月体形成は認めがたし、。硝子化糸盤体はかなり多
数tこ認められる。
他臓器所見。心臓。 53で弁膜の粗暴言化， !l:Yパ
球の軽度の浸潤があり， 8 5で心筋間質に細胞浸潤
を認める。両者とも動脈壁の粗暴ま化を示す。肝及び
牌。 7日例と同様所見が見られるが程度が軽い。
第 3項第 1若手 C
急死例 S10，S 11，S 12 
肉眼的所見。大さ精増大。表面平滑で赤掲色欝血
性である。割商は軽度に溜濁している。
組織学的所見。糸盤休は欄蔓性に軽度に腫大し，
蹄係腔は強く拡張して赤血球が充満している。蹄係
躍は部分的には繊細で多孔性に見えるが，概して著
愛を認めなし、。ボウマ y氏腔には少量赤血球の遊出
があり，灘間蛋白が裳壁に多少腹背している。間質
の毛細血管，静脈は高度に拡張し，血液の充翠が著
しし、。
ー他臓器所見。 811で胸腺の腫犬，浮腫がある。
16 El例 8 34 
肉眼的所見。大さ中等度に腫大。表面は平滑で淡 
寅褐色賛血性。割面は軽度に腫脹し潤濁を示す。
組織学的所見。蹄係壁は正常時の明確鋭利な線状
構造を示さず，線維性不規則性肥厚を呈している。
蹄係腔は多くは軽度に拡張して散在性に赤血球を容
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れているが，若干のものでは中等度の充血を認め
る。蹄係間間質は梢拡張し細胞も多少増加してい
る。ボウマシ氏嚢腔は少量の擬固塊状の惨出物及び
赤血球を容れ，嚢上皮は軽度に腫脹増殖してし、る。
他臓器には特記すべき病斐を認めなし、。
第 4項第1群小括
第 1群に於いて，著者怯グロプリユ/液の 1回注射， 
2回注射及びグロプリシ液と血清の等量混合液の 2
回注射を試みた。 1間注射群陀於いて急死例 3匹は
何れも注射・後短時間で第死したが，其の主要所見は
単純な急性欝血像であって，蹄係腔及び腎間質毛細
血管の高度の拡張と血液充盈とがそれであり，他に
は著愛を認めなし、。犬量注射液の急速注入による循
環障碍と考えられ，以後の実験では注射は可及的緩
徐に行う様にした。 16日例では蹄係壁，蹄係間間質
の線維性増殖及び一部蹄係腔の線維性閉鎖が主愛を 
なし，若干の細胞増描を伴.なっている。 Hawn等の
グロプリ y液 1回注射の実験に依れば，腎炎の発生
は注射後 1週間で認められる。著者の実験では 1週
後の所見を欠くが 16日例の斐化は彼等の第 2週及
び其れ以後に於ける修復性癒痕化病Z互に近似してい
る。次に 2回注射を行づたA及びB両群に就いてみ
るに， A群の第 2囲注射後 24時間以内に第死した
急死例 3匹は，何づれも糸毛主体の腫脹，蹄係壁の高
度の浮腫状乃至フイプJ}y様膨化，癒着，分葉化及
び蹄係腔の完全な乏血を起してお.り，其の経過の急
性なることを併せ考えると，第 2回注射により急激
且つ高度の反応が蹄係墜に惹起されたものと思われ
る。其の病斐は Fahr(2)の云うグロメルロネフロー
ゼに類似するものと考える。倫何れも肝臓の小葉'内
壊死巣を伴っているのが特徴的である。 7日及び 10
日後に屠殺した 2匹では若干の蹄係壁腫脹を示す
;6~，むしろ線維化硬化性病斐が目立つ。・叉傷害糸弦
休が少く正常像を示すものが多い。これらの 2匹は
急死例に比較して軽度の愛化を示しているが，単に
急死例に見られる病愛の展開したものとすることは
出来なし、。其の経過より考えても，第 2問注射時前
岩の如き急激な反応が起らず，比較的軽度且つ緩慢
に菱化が進行したものと思われる。 B群に於いて
は， 7日例で蹄係壁のフイプリ γ様膨化，プラスマ
様物質の蹄係腔内沈着，蹄係上皮の腫脹増殖，内皮
の軽度の部分的増殖， 白血球浸潤等後記する如き
More等の記載と近い急性腎炎像を示してし、る。こ
の蛮化とA群と比較すると A群7日例より急性病斐 
が強く， A群に於ける急死例と 7日例との中間位の
病~を示しているものと考えられる 013 日例では上
記の病愛は多くの糸毛主体では消槌L，蹄係壁及び蹄
係間間質の線維性菱化が強ぐなり，硝子化糸毛主体の
出現が増加してきておりd 病獲の復旧，治癒への移
行を示してし、る。
第 5項第 2群 A 
S 39 
感作注射としてグwロプリ y液を 1週間に 3回注射
し注射後4日自に第死したものである。惹起注射
を仔o-C;ないので対照としてここに記載する。
肉眼的に腎は梢腫大す。組織学的にも糸毛主体は軽
度腫犬o蹄係壁は→設に高度に腫脹してフイプリシ
様膨化を示し，プ号スマ様物質が議々の厚さに壁内
に膝着して壁の厚さは為に不規則になってし、る。過
ヨード酸シッフ反応では第 1群Aり急死例，問群 B
7日例と同様黄褐色に憂色し， 膨化した壁と謬着し
たプラスマとは同様の色調を示し明瞭には区別出来
ない。蹄係間間質も拡張して浮腫状に見える。該部
の細胞の核は何れも愛性して膨化しえ叉かなりの白
血球浸潤が認められる。蹄係経は一般に拡張し且つ
血球に乏しく賛血性に見えるが，所により壁の腫脹
の為に狭窄を起してし、る。これらの菱化は略一様廟
蔓性に・見られる。前蹄係腔の一部では膜様或は細線
維状に閉塞され周囲の蹄係間間質に融合してゆく部
分が認められた。
急死例 S41，S 42，S 48，S 49 
肉眼的所見。腎は何れも腫大し表面平滑で被膜の
最IJ離容易。色調はS41では柏、充血性で S42;. S 48 
では淡黄j天褐色，汚穣で貧血性に見える。割面上皮
質は一般に巾広く色調は表面と同様であるo何れも
潤濁腫脹があり S41では軽度，他はかなり著明で
ある。
組織学的所見。蹄係壁には 2様の菱化が認められ
る。一方に於いては，壁の腫脹，癒着，分葉化等の一
急性膨化像を見，第 1群A急死例に類似するが，其
の程度は軽度である。他方に於いて，壁は或は多孔
性粗造の状態を呈し，或は不規則性肥厚，重層化を
示す。蹄係腔の所見も種々で，或は正常大p 或は拡
張し，赤血球も中等度乃至高度に充豆する。叉白血
球の浸潤，プラスマ様物質の附着が認められる。赤
血球が傷害された蹄係壁を通ってボウマシ氏腔に溢
出している像を示す部分もある。内皮細胞は一般に 
軽度に増加してしる。蹄係間間質は多少とも拡張
L，細胞性或は線維性増殖を起しており，此のたや
若干の糸遺体では中心部Vこ於ける蹄係腔消減が見ら
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れ，叉糸毛主体の部分的線維化に陥っているものも認
められる。ボウマシ氏嚢腔には赤血球の他に少量の
頼粒状蛋白諺出が見られ，蹄係上皮，襲上皮共に腫
脹増殖しており，半月体形成はかなりの糸盤体に認
められた。硝子化糸毛主体も少数ではあるが存在す
る。
他臓器所見。心臓。心室心内膜に多数の小溢血点
が認められ，其の一部は融合して小斑状をなしてい
る CS41，S42)。牌臓。中等度に腫大し血液充盈
を認める CS41，S42，S48)。
1週例 S33，S35，S37，S43，S44. 
肉眼的所見C 前例!と略同様で花麟賛血性の外観を
示すものが多い。
拠織学的所見。糸毛主体の大さは正常犬乃至純腫
大。蹄係壁は一般に線維性肥厚が認められるが，部
分的には相当高度の浮腫性膨化を呈する所があるD
殊に後者の菱化は S35，S 33に著しし、。木例の動
物の特徴的な所見はこれらの菱化と弛んで認められ
る蹄係間間質の著し¥，、拡張と高度の細胞増殖乃至線
維化であるr そこで糸毛主体の部分的線維化は共の出
現も程度も進行していて，糸遺体の半部以上が線維 
塊となり著明な改構を示すものがある。叉糸毛主体中
心部は増殖性愛化により蹄係腔の減少或は消滅を来
し開放毛細管は週辺部に辺在しているものが多し、。
開存している蹄係腔は梢狭窄しており中等度の赤血
球を含む。増殖性菱化の高度でないものでも腔の線
維性膜様物による閉塞が認められる。内皮細胞の増
殖は著明でなし、。蹄係上皮，ボウマシ氏嚢上皮の所
見は前例と大差がなし、。半月体形成，硝子化糸毛主体
共に認められる。
他臓器所見。心臓。 S 37 に於し、て僧帽弁附請t3l~
に小円形細胞浸潤巣があり，左心房壁小動脈に急性
の血管炎が見られ，動脈壁全層粗繁化し筋層は共
の染色性を減じ壊死性愛化を呈し，白血球を含む強 
い細胞浸潤を起している。 S33，S 35では左心房及 
び左心室の壁に於いて，筋線維間，動脈周囲長二軽度
の細胞浸潤を認める。
2週例 S36，S38，S46，S47 
肉眼的所見。表面平滑，汚穣淡黄褐色，割商は梢
溜濁す。
組織学的所見。一部の糸毛主体は正常像を示す。傷
害糸遺体では蹄係壁は強い線維性肥厚を起してボウ
マシ氏嚢と緊密な癒着を示している。蹄係間間質は
多少とも明確化し線維性斐化を呈してし、る。絢胞成
分は少し、。糸毛主体の全体的線維化，硝子化は其の数
を増している。蹄係院の中心部での消滅，周辺性開，
放は顕著である。蹄係上皮の定化は少し、。ボウマジ
氏嚢上皮の腫脹増描は軽度にあり，半月体が認めら
れる。細尿管上皮の溜濁腫脹が認められる。
他臓器所見。 S 38の左心室壁小動脈に於いて軽
度の外膜粗繁化，細胞浸潤が認められる。
第 6項第 2群 B
急死例 S 31 
肉眼的所見。表面平滑，淡黄色貧血性。
組織学的所見。第 1群A急死例に似ているが程度 
が軽L、。即ち蹄係壁は高度の腫脹，癒着，分業化を
呈し，各分葉は巾の拡い揖棒状となり個々の蹄係は
見分けがたくなっている。この中に若干の白血球，
睡眠した細胞核を認める。蹄係上皮は散在性に腫脹
しているのが認められるが増殖は明瞭でない。蹄係
腔は壁の腫脹のため多くは狭窄乃至不明化している
が，開放しているものでは赤血球が相互に謬着して
腔内に充満している。ボウマ Y氏嚢内の蛋白惨出は
少いが，存在するものでは嚢上皮の腫脹が認められ
る。
1適例 S30，2週例 S32 
肉眼的所見。 S30は略正常， S 32は表面粗造で
汚い寅褐色を呈する。
組織学的所見。両側とも蹄係援の肥厚があり，糸
毛主体の部分的線維化，硝子化が認められる。叉腎間
質の増殖もかなりの程度に認められる。
他臓器所見。特記すべき所見を認めなし、。
第 7項第2群小括
第 2群に於し、ては， S 39 を除く各動物に共通病~
として蹄係壁及び蹄係間間質の増殖性硬化性恋化を
認めることが出来る。其の程度は種々であるがほど
麟蔓性に現われる。 S39は感作注射としての処置を
受けた後 4日で第死し，共の病愛は蹄係壁のフイプ
J)y様膨化，プラスマ勝清，白血球浸潤等第 1群A
1週例に近い急性愛化を示し， 未だ線維化等の修復
性病斐は殆んど認められないが，その他のものは感
作注射後 2乃至4週を経ており， S39の如き病斐を 
耐過し，これが修復或は癒痕化じて上記の如き共通
病愛を示す様になったものと考えられる。更にこれ
に惹起注射が加わり，病震の再燃急性化が惹起注射
後の経過の長短によって夫夫に特有の病愛として認
められる。即ちA急死例では蹄係の高度のフイプリ
シ様膨イじその他の急性斐化で、ある。 1週例では蹄係
壁の線維化が梢顕著になると共に，蹄係間間質の高
度の細胞増殖及び線維化が特徴的で、あるo 2週例で
¥ 
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は線維性愛化が主となり急性愛化は殆んど認めがた 体重毎kglOcc，2週間隔で 2回静注し， 1週間後
く，修復性癒痕行強転が主調を示すに至っている。 に腎炎の発生するのを認めた。糸遺体の腫犬，富
糸遺体の部分的或は全体的線維化，硝子化，半月体 核，上皮及び、内皮細胞の腫脹増殖，蹄係壁の著明な
形成などがこれである。 B群は惹起注射を直接腎動 不規則性肥厚，重層化，蹄係の癒着，蹄係腔内への
脈に注入したもので其の注入量は少量であるが，急 好酸性物質の沈着，ボウマ Y氏嚢内蛋白法出，上皮
死例に見る如きかなりの病愛を示し，これは第 1群 の増殖叉半月体形成などが文.の主要所見である。病 
A急死例の範曙に入る所見と思われる。 1週及び 2 .~の程度には軽重種々のものが見られ，これを 4 度
週例では線維性硬化{象を見たのみである。 に分けて記載している。何づれも急性腎炎の所見で
第4章総括並e}に者按 あって，著者の第1群A或はBの1週例の所見と比
血清グ、ロプリシに依る実験的腎炎の研究は 1947 較される。著者の動物に於し、ては，彼等の如き著明
年 Hawnand Janeway(5)に依って行われた。牛血 な内皮細胞の腫脹増殖は認められなし、。第1群 A1
溝のガYマ・、グロプリ Yの10%生理的食塩水溶液を 週例で部分的且つ軽度に見られるに過ぎなし、。第 1
家兎の体重毎kg10 ccを1回静注L，高率に糸遺体 群81週例では上皮細胞の腫脹が著明であるが，こ
腎炎の発生することを見た。注射後 1週自に腎は， れは More等の第 1度傷害に於いて上皮細胞の腫
肉眼的に腫脹蒼自主ど示し，組織学的には糸遺体の腫 脹増殖が内皮のそれより高度であるのとよく類似し
脹富核，内皮細胞の腫脹，それによる蹄係腔の狭 てしお。更に蹄係間間質に就ての記載が昇られない
窄，叉頼粒状或は無定形凝間物の沈着，少数の白血 が，著者の第 1群では該部の拡張，浮腫性粗繁化，
球浸潤を認めた。細尿管では上皮の蛋白~性，円柱 軽度の線維性増殖が認められる。
を見ている。他臓器所見と Lて心炎は中等度に存在 糸遺体腎炎の実験的研究に於いて，最もよく人の
するが血管炎は殆んど認められなし、。第 2週以後で 腎炎に近似する所見を得たのは馬杉等くりによる抗腎
は大部分の糸毛主体はE常の細胞構成にかえってお 血、清腎炎である 0 ・其の糸毛主体所見は蹄係膝のプラス
り，急性或は慢性炎性機転の残存を思わせる所見は マスターゼ，フイプリ Y血栓乏血，内皮純胞増嫡，
ーない。若干の糸遺体カミ癒痕性愛イじを示しているのみ 蹄係壁の浮腫性膨化，及び末期に於ける半月体形
である。これらの所見は著者の 1回注射群の病2互に 成，硝子化褒性である。これ等の病愛は上記 Hawn
ほぼ同様のものを認め得たが，著者の 2回乃至頻回 等叉 More等のガ-:/""7・グロプリン腎炎，更に著者
注射のものに比較すると其の菱化は軽徴であり，蹄 り実験成績叉他の血清腎炎と其の所見を共通にして
係援l彰イじの如き著者の例に於レでは主要所見をなす おり， More等の指摘する知く，本疾患の発生に就
ものを欠いてし、る。叉第 2週以後に殆んど病震を認 ては抗元の差異ではなく，発生機転の共通性が重要
めていないのは，第1週に於ける愛化が一過性可逆 であるこ与を示していると考えられる。
的なものであったことを示してレる様に考えられ 糸毛主体腎炎の病理発生に就ては，馬杉のが既に詐
る。向 Hawn等は午の血清，血清アルプミ γでは 細に論究Lた所であり，其のアレルギー性発生説は
必炎E 血管炎が，ガYマー グ・ロプ Pンでは腎炎が， 多くの人人により追試承認されている。グロプリンノ
夫夫主病愛として発生することを見ているが，著者 腎炎については， 1回注射で惹起せしめているが，
の実験ではグ、ロプリ シ単独で注射したものでは， 1 潜伏期 1週間を必要とし且つ抗元が流血中に証明さ
回注射でも 2回注射でも腎炎の他には若干の肝障碍 れる期間にのみ発生する。腎炎の発生に際して抗元
を認めるのみで心，血管には著明な所見は見られな が消耗され，抗体産生が相対的に過剰になり，抗体
い。グ、ロプリシの頻回注射及びグロプ!)-:/と血清と のみカ河居環中に認められる時期には急性腎炎は起つ
の混合液の場合には，腎傷害の他に高度の血管炎と ていなし、。著者の 2回乃至頻回注射の病斐は 1間注
軽度の心炎を起している。これはグロプリ yの腎に 射のものより其の傷害が著明であり反応がくりかえ
，対する高度の親和性を示すと共に，心，血管に於い し糸遺体上で起ることが腎炎の発生，展開の上に重
ても反復注射の行われるときはよく反応を起し得る 要であることを示している。
ものであって，グロプ!)-:/の夫夫に対する親和性の 馬杉に依れば，異種蛋白腎炎は本質的にはアノレヅ
差も程度の問題であると思われる。 ス現象と同一であり一種の血管障碍である。抗元抗 
_1952年には Moreand Waugh(lO)も牛血清のガ 体反応によって血管壁細胞が傷害を受け，其の麻癒
ンマ・グロプPンの 10%生理的食塩水溶液を家兎の 性拡張，血行停止を来し，叉壁の透過性が菱化しで 
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周囲組織への惨出浮腫を起し周囲の結合繊線維は 於いては，この間質性空隙に於ける炎性細胞の浸潤
フイプリ y様膨イじを示すに至る。同時に蹄係腔では，と間質締胞の増殖が富核の大きな要因をなしてお
プラスマ様物質の沈着，フイプリシ血栓，血行停止
が病斐の程度に従って起る。内皮細胞増殖，半月体
形成，糸毛主体の硝子様蛮性等はこれらの壁傷害に対
する修復性反応である。馬杉の説を含めで従来，腎
炎に於ける増殖細胞は蹄係内皮細胞であると考えら
れている。併しながらこれには，古くから反応があ
り，他の身体諸部に於ける炎性反応が主として血管
外膜に於いて行われるのに，腎炎に於いてのみその
内皮細胞が反応すると云うのは理解しがたいとする
のである。辻く12)は腎炎の木態は動脈周囲炎である
と主張する。辻によればネフロトキシシ血清で家兎
.の皮膚反応を検すると，時期を異にするこつの反応
が見られる。其の第 1相は注射後 4日目噴に起り，
アル Yス現象と一致する血管傷害である。第 2相は
5--7日噴に見られるもので，血管外膜細胞の著るし
い増殖を示す動脈周囲炎の像である。第 2相反応は
ネフロトキシシ腎炎と其の発生を等じく・する点より
両者は本質的には同ーのものであると云う。
これに関しては馬杉の指摘する如く，辻の 2相反
応は夫夫別別のものではなく，第 2相反応は第 1の
ものの修復性炎症反応であり，其の皮膚反応の本態
は第 1相の血管傷害に在る。
著者の実験所見では既述の如く，第 1群 B1週例
にかなりの上皮細胞増殖が見られるが，他に種種の
蹄係壁傷害が存在しており，病愛の主体をなすとす
る程のものではなし、。
屡々論及した様に著者の実験成績は多くの他の突
験的腎炎の記載と多〈の点に於いて一致した所見を
示しているが，蹄係内皮或は上皮の増殖を認め得る
ものは，比較的軽微であって他の人々の所見と異る
所である。この点に就て，近年0)*と毛主体構造の研究
が，内皮，上皮に対して第 3の要素としての蹄係間
間質細胞の腎炎に於ける役割を明確にしているが，
これによって著者の実験所見は理解されると考え
る。
例えば Jones仰は外傷，出血，急性中毒等にょっ
て死亡した人の腎に就てその構造を研究し，此れに
基いて人の腎炎及び子摘腎を組織学的に検討し，次
の様な結論を示した。即ち正常構造に就ては，糸密
体蹄係には上皮性及び内皮性基底膜が存在し，この
両基底膜の間には間質性空隙があり，糸毛主体小葉の
結合織軸と連絡してし、る。小葉軸をなす間質組織に
は相当数の間質細胞が見られる。急性糸毛主体腎炎に
り，内皮細胞ではない。糸毛主体炎症の治癒時には蹄
係壁及び、小葉軸の間質性空隙に，増殖した間質細胞
は新しい結合繊線維を作り，時にはこれが毛細管床
の閉塞を起す。子嫡腎の糸毛主体傷害は一次的の間質
性空隙の浮腫である。そこで以上の如き諸研究を参
照して著者の実験所見を検討すると其の組織学的所
見と臨床経過より， ζれを四つの型に分けて考える
ことが出来る。第 1は第 1群A急死例に典型的に見
られるもので蹄係壁及び蹄係間間質の高度の膨化，
蹄係腔の乏血，内皮細胞の核膿縮を示すものがこれ
である。諏訪(11)の報告する子痢腎の組織像とよくー
致した所見であり， Fahrのグロメルロネフローゼ
に類似する。この病変は其の程度は梢軽いが第 2群
A及び Bの急死例に於し、ても認められる。内皮細胞 
核の菱化はその傷害を示しており，蹄係接所見は馬
杉， Jonesの述べる如く，その結果起った撞の透過
性愛化に基〈高度の浮腫によるものである。この病
愛は何づれも急死例に見られるものであり，抗元の
最終注射後急激且つ高度の反応が蹄係墜に起り，急
速に経過して動物を死に至らしめたもので、あると考
えられる。第 2は蹄係壁のプイプ}}::/様膨化，蹄係
腔のプラスマ様物質の充盈，乏血或は充血，白血球
浸潤，上皮及び内皮の腫脹埠殖で主に第 1群 B1適
例に認められ第 2群 A1週例の一部にも見られた。
これは第 1型より反応が緩徐且つ軽度に起り急死す
ることなく経過したものと考えられ，蹄係腔及び壁
の~，化と共に，とれに対する反応としての上皮及び
内皮の腫脹増殖，白血球浸潤が見られるものである。
1:;)、上の二者は 2回注射例に見られることの多いも
ので，蹄係壁及び蹄係間間質の惨出性病~が主体を
なすが第 3型に於いては，むしろ増殖性反応が著明
に認められる。第 2群 Aに顕著に存在し第'1群には
認めがたし、。主愛は蹄係間間質に在り，その拡張と
高度の細胞増殖であって，或は既に線維増殖を来し
て糸毛主体の部分的線維化を起しているものがある。
このため蹄係腔は糸毛主体中心部で閉鎖し周辺部に辺
在するに至ってしる。蹄係壁では浮腫性膨化と線維
性硬化が混在する。この型が頻回注射群にのみ認め
られることより，抗元抗体反応が繰返えされること
から，蹄係援は反復傷害され，蹄係壁及び蹄係間間
質への惨出と該部に於ける細胞増舶が漸次高度化し
て生ずるものと考えられる。諏訪(11)は富核を呈す
る定型的腎炎の発生は小動脈収縮による糸毛主体の局
/ 
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所的貧血が反復して起るとき，蹄係間間質への血疑 群，第2群とも最終注射後既に第1週に現われてお
・浸潤と細胞増殖がくりかえし行われ，次第に著明な	 り，糸宅金体の急性の崩壊癒痕化を示す像と考えられ
ものになると述べている。第4型は糸毛主体の癒痕 る。糸遺体線維化は両群とも第2週に認められ，第
化，荒療像であって，その硝子様愛性，部分的及び 2，3型の如き病愛が比較的緩慢に治癒癒痕化して来
全体的線維化を示すものである。硝子様愛性は第1 た愛化であると思われる。
第5章結 論
著者は馬の血清及び其のグロプリン分暦を種種の方法で‘家兎に静注し，次の結果を得た0 
1) ク ロプリン腎炎は抗腎血清腎炎その他の異種蛋白腎炎と同様アレルギ{性に発生するもF
のであり，共の本質を同じくするO 
2) 組織学的には蹄係壁，蹄係閣間質に於ける穆出と増殖を主変とする血管傷害であるo 2 
回注射では穆出性病変が主で軽い増殖性反応を伴い，頻回注射では増殖性変化が強く見られる O 
3) 病変が急激且つ高度に起った場合，蹄係壁及び蹄係間間質の高度の浮腫を主変とする子
病腎様所見を得た。此の際肝に於いて子府肝に類する病変を認める。 
4) 病変が比較的軽度且緩慢に経過したと思われるものでは，蹄係壁の中等度め浮臆性膨化
恥 と共に内皮及び上皮の軽度の増殖，白血球浸潤プラスマ様物質の抗着が見られた。 
5) 注射回数を頻回行，ったものでは，蹄係間間質の細胞増殖が著|据に認められた。 
6) これらの病変はその後の経過に於いて，癒痕化して紡毛主体の部分的或は全体的線維化，
硝子化に移行する。
稿を終るに当り，終始御懇篤なる御指導を賜わった故石橋豊彦教授に深く感謝致します。
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附 凶 
蹄係壁の腫脹，軽度の細胞増殖， 6. S S 46. 蹄係壁の肥厚，癒着， H. E.染色 
白血球浸潤， H. E.染色
S 44. 蹄係間間質の拡張と高度の細胞増殖 S 44. 部分的線維化， H. E.染色 
PAS染色 
S 7. 全体的線維化，マロ V~染色 S 43. 硝子様~性， PAS染色
